
【０】 
 
私は折本花純。 
一年生で、陸上部に入っています。 
部活は楽しいです。 
走ることは昔から大好きだったし、先輩や先生も優しくしてくれています。 
 
でも、あの日……私のすべては変わってしまいました。 
 
ある朝目が覚めたら、女のはずの私に、男性器が、生えていたんです。 
 
 
  



【１】 
 
な、なに……これ！？ 
何で私に……お、男の人の……おちっ……おちんちん、が…… 
 
う、うわっ！？はわわあっ～！？ 
 
こ、これ……本物！？ 
何で！？何で私に、こんな……！ 
 
んっ！んんぅぅ……！？ 
 
 
何か、変な感じ…… 
あ、これが……き、金玉、かな……？ 
って、な、何言ってるの私…… 
 
……ふっ、んぅ……ん………… 
 
って、わ……わぁっ、わっ……！ 
何かすごいことに…… 
こ、これって……勃起、ってやつだよね……？ 
 
そういえば、男子たちが話してたっけ。 
えっと、確かこんな風に、手で……ん、ん、しょ…… 
 
んぃっ、んひィ！？ 
 
ふっ、ふぅっ……んふっ、んんっ……！ 
 
 
あぁっ、これ……なんか、ダメな感じが…… 
あっ、あっ！？ 
あっ、あっ、あっ、あっ、あっ、あっ……！ 
いやぁっ……！止めたいのに……手ぇ、シコシコっ！止まらなっ……！？ 
シ、シコシコっ！シコシコッ！ 
あぁっ！？へ、変な声もっ……勝手にっ……！ 
やあっ、んぅっ、ん、んぉっ！ 
シコシコーッ！シコシコ～ッ！ 
おお～っ！？な、なにこれっ、なにこれぇ！？ 
おっ！？オおぅっ！？ 
く、クる！？何か……来るぅ……！！ 
シコシコーーッ！シッコシコーーーッ！！ 
あ、あああ～～ッ！ 
で、出ちゃううううぅ～～！ 
 



おっっっっっっっほおぉ〜〜……！！ 
おうっ、うぅんっ！ 
んぷっ……顔に……ぺろっ！ 
う……にが……これが……精子……？ 
 
ハァ、ハァ……男子って、いつもこんなことしてるの……？ 
……羨ましいな…… 
 
って、何言ってるんだろ。 
あはは……それよりこれ……ホントどうしよう…… 
 
あんっ！？……って、ま、また手が勝手に……！ 
あんっ、やっ！だめっ、だめだってば！ 
し、シコシコっ！ 
ちんちんシコシコだめぇ〜っ！ 
 
んっ、んっ、ふっ、ふぅーっ！ 
し、シコシコーッ！シコシコ～ッ！ 
ああっ、だめぇ…… 
シコシコぉ〜〜！シコシコぉ〜〜！シコシコぉ〜〜！！ 
んおおっ！ち、ちんちんシコシコっ！気持ち良すぎっ！ 
金玉もっ、モミモミしちゃう！ 
ああっ！こんなのっ、おかしくなる……！ 
女の子なのにちんシコオナニー！男のオナニーしちゃってるぅ～！ 
ああもう！もうだめっ！わけわかんない！ 
ま、また出る！ 
また射精しちゃうぅぅッ！！ 
 
ふーっ、ふぅーっ！おぉ～～シコシコッ！ 
ふんっ！シコシコッ！！ふん゛っ！！シッコシコ！！ 
ふあっ、おぉああああぁぁぁ～～！ 
あーっ、出ちゃいそうっ！あーっ、すごいの来るっ！？ 
あーっ、あーっ！で、で、出るうううううぅぅうぅーーーッ！！ 
 
おぉ……っ！？ 
おっ……！ 
おひぃ……っ！？♡ 
 
 
【２】 
 
うぅ……あれから毎日おちんちんでオナニーしちゃってる…… 
 
(やめないと、きっとまずいことになる。 
そんな直感があるのに、私は一日たりとも我慢できていませんでした。 
射精の瞬間に感じる異常な快感……あれは、多分快感だけじゃない。 



精子と一緒に、私の中の大事な”何か”が一緒に排出されている。 
直感だけど、そんな気がする。) 
 
ダメだ……今日こそ我慢しなきゃ……！ 
 
(私はそう決意します。 
だけど、ふと股間に目をやると、そんな意思に反して、 
制服のスカートの下でおちんちんがムクムクと大きく膨らんでいくのが見えました。) 
 
な、何でよ……！？ 
 
(同時にふつふつと、胸の内から怒りのような、哀れみのような何とも言えない感情が湧き

上がって来ました。 
私はトイレに駆け込み、スカートとパンツをずり下ろし、そそり立つおちんちんを露わにし

ます。 
おちんちんは、まるで何かを期待するかのようにびくん、びくんと脈打っていて……) 
 
も、もう男の子オナニーしないって言ってるでしょ！？ 
静まりなさいよ！この……バカチンポっ！！ 
 
(私は、聞き分けのないチンポを叱責するために、思いっきり鷲掴みにしました。) 
 
おっふぅ♡ 
 
(に、握っただけで変な声出ちゃったぁ……♡ 
って、そうじゃない！ 
最近では所構わず勃起するようになってきて、しかも……) 
 
さ、最初はこんな大きくなかったよね……？ 
何だかどんどん太く、大きくなってきてる気がする…… 
オナニーばっかりしちゃうから、ってことなのかな……？ 
で、でも勃起しちゃったら中々収まらないし、そのままでいるわけにもいかないし……！ 
 
そう、仕方なく、だよ……！好きで男の子みたいなオナニーしてるわけじゃない！ 
す、好きで……んっ……シコシコ……してるんじゃ……シコ、シコ……ぉっ♡ 
 
シコシコ……シコシコ…… 
シコシコ……シコシコ……んふっ♡ 
シコシコ、シコシコ……♡ 
シコシコッ、シコシコッ♡ 
おぉ……っ♡シコシコッ♡シコシコッ♡ 
シコシコーっ♡シコシコーっ♡ 
シコシコーーッ♡シコシコーーッ♡ 
あ゛っ♡あひっ♡ 
おっ、おぉぉ～～……うおぉおおお～～～ーーーッ！？♡ 
イッグっ♡ちんぽでイッグぅ～～～っ♡♡ 



ぬおおおぉぉーーッ！！！ 
 
はぁ……はぁ…… 
あぁ……おしっこ、したいな…… 
……ちょうどトイレだし、しちゃおう…… 
 
んっ…… 
ほぉ～～～～……っ♡ 
……んんっ 
 
って、え……？ 
嘘、今……私……っ！？ 
 
(私は自然に、おちんちんを手で支えて便器に向けて放尿していました。 
困惑しつつも、同時に、これで私は確信しました。 
射精する度に、自分が”男”になりつつある、ということを……) 
 
そして、一週間後…… 
 
 
  



【３】 
 
あ、ああぁ…… 
やっちゃった……！やっちゃったあぁ……♡ 
 
ユキの……親友の…… 
ぱぱっ……パンツぅ……盗んじゃったあぁ～♡ 
ふっ、フヒッ！ 
 
スーーーーッ！ハーーーーーッ！ 
スーーーーッ！ハーーーーーッ！！ 
ふおおおおっ！ 
ユキのっ！パンツっ！ぱんちゅううう！！ 
 
(私は、見苦しいほどの性欲に取り憑かれてしまいました。 
こうして同性の親友の下着を盗み出して、オカズにするほどに……) 
 
はぁ……っ♡はぁ……っ♡ 
あぁ……もうだめだぁ……♡ 
最初はほんとに我慢しようとしたんだよ？ 
でもユキも、他の子もっ……無防備に目の前で着替えたりするんだもんっ！ 
パンツもおっぱいも丸見えでっ♡んひ、ふひひっ♡ 
勃起しちゃうだろうがっ♡ 
一生懸命女の子のフリしてるのにィ♡ 
 
(私は、この一週間で確実に”男”に作り変えられていました。 
だけど、元々胸も小さかったせいか、その膨らみがすっかり無くなってしまっていても、ま

だ誰にも気付かれていません。 
でも、同性のクラスメイトが着替える様子を見ただけで興奮が収まらないほどに、私の中身

は変えられていたんです……) 
 
ほおっ！ふおおおおぉぉ～っ♡ 
あーーーすっご……！親友パンツ、マジすっげ♡ 
パンツ嗅ぎながらのオスオナニーたまんねっ♡ 
おひっ、うひひひひっ♡ 
ああっ、こんなのっ、こんなの変態だよぉ～～♡♡ 
ででっ、でも、オスチンポシコシコ、気持ち良すぎて止めらんねえ～～っ♡♡ 
 
(喉から出てくる声やその言葉遣いも、低く粗野に。 
言ったことのなかったような言葉も、自然に出てくるようになりました…… 
今の私の姿を見たら、ただの変態男にしか見えないと思います。 
そして、本当にどうしようもないことに、そんな風に自分が醜く変わっていく様にすら、今

の私は興奮しているのでした……) 
 
あ゛～～～♡あ゛～～～♡ 
オスになる～～～♡変態オスになっちゃううぅぅ～～♡♡ 



 
あ～～～♡オスになっていくの感じながらチンコ扱くのたまんねぇっ！ 
あー出る！あーもう出る！出る出る出る出る出る出るっ！ 
出ちゃ……っ！ぬぉあーーーーーー～～～ッ！！！ 
あぁ……やっぱりこれ……出ちゃってる……！ 
私の中の”女の子”が、精子と一緒にヒリ出ちゃってるぅ～♡ 
で、でもっ♡やめらんないっ♡やめられるわけねぇっ♡ 
もっと♡もっとシコりてぇんだよぉおおぉ♡ 
おおおっ！ま、また出るっ！ザーメン出ちまうぅッ！！ 
 
あーーーーっ、い、イッグゥッ！！！ 
おあーっ！！やっべ、マジやっべぇ！！ 
ザーメン射精……止まらな……っ！止まらねぇ～～～っ♡ 
ほっ、ほっ、おっほぉおおおおぉ～～～ッ♡ 
私……いや……お、”俺”……ッ！！俺、親友パンツオカズにしてイっちゃう♡ 
イグイグイグイッグーーー～～～～ッ！！！ 
 
 
そして、さらに一ヶ月後…… 
 
  



【４】 
 
むフーッ！ンフ～～ーッ！ 
 
ぶほほっ！ユキっ！ユ゛ギのばんぢゅぅ～～！ 
ぶちゅぶちゅ、ぐちゅっ、ぐちゅっ！ 
べろろえろれろべろべろぉッ！ 
 
ぶほっ、ンホホホホホホッ♡ 
 
あ゛ぁ゛～……何回もオスイキしてたら、すっかりオスになっちまったぜぇ…… 
身体なんか、ブヨブヨに太っちまうし、毛もボーボーで髪もゴワゴワっ！ 
肌もブツブツで、まるでキモオタじゃねぇかよぉ！ 
でもまぁ……チンポでオナニーできるからどうでもいっか♡ 
ふひっ、でゅふふっ♡ 
 
シッコシコ♪ 
シッコシコ♪ 
おほっ♡シコシコッ！シコシコッ！シコシコッ！シコシゴォ～～～ッ♡♡ 
うおおーッ！クる♡クるぜぇ～～ッ！ 
またオスになっちまうってのに…… 
ぐひっ、チンポコ射精やめられねぇよォ～～～♡♡♡ 
 
ああ゛～～っ！出るゥ～～～っ！ 
親友パンツにむしゃぶりつきながらっ！濃厚ザーメン出るゥッ！！ 
オラッ！ユキ！俺のザーメンで妊娠ッ！妊娠しろッ！！オラッ！！オラァッ♡ 
 
ふんっ！ふんっ！ふんぬゥ！！ 
ほっ♡ほっ♡ほっ♡ほっ♡ほっ♡ほっ♡ほっ♡ 
ふんぬゥゥ～～～ッ♡♡ 
オラオラオラオラほいほいほいほいウラウラウラァ！！ 
 
んぎっ！あお゛お゛っ！またキンタマ……っ♡ゴポゴポしてるぅう♡ 
精子っ♡登ってきてるゥ♡ 
ヘコヘコ腰振って、エアセックスオナニーキメてっ♡ 
無様に射精しちまうぅ～～っ！！♡♡♡ 
ほっへえええ～～♡ 
もう絞りカス程度しか残ってない俺の中の女の子要素っ！ 
全部出すッ！！女の子卒業するッ！変態男になるッ！！イクッ！ 
ちんぽイグッ！出る出る出る出るッ！！ 
ザーメン、どっぴゅーーー～～～ッッッ！！！♡♡♡ 
おごっ♡おぉ゛っ！？♡ぬほ♡ほへっ♡♡♡ 
 
はーーーーーっ…… 
はァーーーーっ…… 
 



あ～～～……や、やりてぇ……っ 
女とやりてぇええぇ～～っ！♡♡♡ 
クラスの女ども、全員俺の特濃雄汁で孕ませてやる……ッ♡ 
ふへっ♡うへへへ……♡ 
っと、いっけねェ……妄想したらまた勃ってきやがったぜ♡ 
もう一発、ヌいとくかァ……♡ 
ま、それしかやってねーんだけどな♡ 
 
ぬふっ♡ぬふっ♡ 
おっほぉ、おほぉ～～～♡♡ 
あーっ♡ホントこの絶倫チンポすごい♡ 
出しても出してもおさまんねぇ♡ 
オ゛っ♡ンゴぉっ♡♡ 
ンッヒィィィ～～～っ♡♡ 
また出る出る出る出る出るぅ！！♡ 
豚みたいな声出しながら大量射精キメるゥ～～～ッ！ 
 
んごっ♡ブホッ♡フゴフゴフゴぉ～っ♡ 
ぶひっ♡ぶひっ！ブヒブヒッ♡ブッヒィィィィ～～♡ 
 
あぁ……オスチンポ……最ッッッッ高ッッッッ！！！♡♡♡ 
うおおおおおぉぉおぉオオーーーーッ！！ 
 
う、ウホッ……♡ 
おっほ……♡ 
ムホ♡ 
んぉっ……ンゲェェァップ♡ 
おへっ、でへへへっ……♡ 
 
あ～～……ちんぽ、すっげぇ～～～……♡♡ 
 
 
＜終わり＞ 


